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平成 23 年度（１月末現在）におけるヒヤリハット活動状況について 

 
平成 23 年度（１月末現在）の「ヒヤリハット」「きがかり」の発生状況について報告する。 

（参考として、「トラブル」「不具合」の発生状況も合わせて報告する。） 

 

 

 

平成 23 年度 トラブル・不具合・ヒヤリハット・きがかり 月別発生状況 

状態 区分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

区分Ⅰ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０   ０ 

区分Ⅱ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０   １ 

区分Ⅲ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０   ０ 

区分Ⅳ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ １   ４ 

不具合事象 ６ ５ ８ ５ ５ ７ ６ ６ ７ ５   ６０ 

不具合未満 ４ １０ ７ ６ ８ ２ ６ １２ ２ ４   ６１ 

ヒヤリハット １ ０ １ ２ １ ０ １ ０ ２ １   ９ 

異常 

きがかり(体験) １９ １３ １５ １５ １１ １６ １２ １４ １８ ９   １４２

注意 きがかり(仮想) ７６ ８７ ６１ ５７ ４９ ３８ ５０ ５１ ６２ ４４   ５７５

年度別発生状況 

状態 区分 20 年 5 月～3 月 21 年度 22 年度 23 年度（1 月迄） 合計 

区分Ⅰ ０ ０ ０ ０ ０ 

区分Ⅱ ０ ０ ０ １ １ 

区分Ⅲ ２ ０ ０ ０ ０ 

区分Ⅳ ４ ５ １５ ４ ２８ 

不具合事象 － （12/17～）４５ ９０ ６０ １９５ 

不具合事象未満 － （12/17～）８８ １１９ ６１ ２６８ 

ヒヤリハット ２２ ８ １８ ９ ５７ 

異常 

きがかり(体験) １０６ １２２ ２１３ １４２ ５８３ 

注意 きがかり(仮想) １８５ ４２８ ８１８ ５７５ ２００６ 

資料２－６ 
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・平成２３年度のヒヤリハット事例 

 

事例 搬送台車とぶつかりそうになった 

どこで 小型トランス解体エリア 解体品搬出コンベア前 

どうしてい

た時 

定期点検中に、解体処理品を入れたカゴを解体品搬出コンベアで基幹物流装置に搬送して

いたとき 

あらまし 
解体品搬出コンベア前に作業者がいたため、搬送台車を緊急停止させた。衝突してケガを

したかもしれない。 

原因 

当日は小型トランス解体エリアでとクレーン工事（担当Ａ）と搬送台車修理（担当Ｂ）の２つの

作業があったため、作業開始前に担当者間で打合せを行っていた。クレーン工事終了後に

担当Ａは工事作業者に別の作業をさせていたが、その作業を担当Ｂに連絡していなかった

ため、修理完了後に作業者がいることを知らずに搬送台車を動かしたところ、搬送台車と衝

突しそうになった。 

教訓・対策 

作業の追加や変更がある場合は、新たな作業の開始前に同一エリアの担当者間で打合せ

を行うこととした。また、搬送ラインで作業するときは必ず搬送台車の操作禁止札の札掛け

の徹底を図った。 

 

 

事例 掃除中に停電発生 

どこで 受入検査室、コンデンサライン前分電盤 

どうしてい

た時 
検査室で掃除機を用いて掃除していたとき 

あらまし 

掃除機２台を使用したところ、ブレーカーが落ちたため、検査室の担当者から電気補修担当

に連絡しブレーカー復旧を依頼。電気補修担当者がブレーカーを上げてから１０～２０秒後

に上流側の電源が落ちてしまった。停電により機器の損傷やケガをすることが考えられる。 

原因 

最初にブレーカーを投入したとき、検査室の掃除機１台及び扇風機１台のスイッチが入った

ままとなっていたため、突入電流が流れた。これらの機器のスイッチを切って再立上げした

ところ約 10 分で停電は復旧した。 

教訓・対策 

ブレーカーが落ちた際は、現場責任者は関連する電動器具類の電源を切り、配線をコンセ

ントから抜くこととした。また、電気補修担当はブレーカー復旧前に現場責任者から電源及

び機器の使用状況を再確認してから復旧させることとした。 

 

以 上 


